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念願かなって点字版『福祉のひろば』読者会を、点字民報社のご協力で開催することができました。

視覚から得られる情報は80％を超えると言われていますが、視覚障害をもつ方にとって情報を視覚以

外の方法で得ることは生きるために非常に大切なことです。

点字版『福祉のひろば』は、毎号200ページを超える全訳版として発行されています。マンガやイラ

スト、写真なども可能な限り伝えていますが、限界があります。国内外含めて誌面に登場する氏名や

地名の読み、写真やイラスト、マンガの解説、そして企画内容も含めた要望や感想が出されました。

点字版『福祉のひろば』には北海道から沖縄まで読者がおられます。今回は11名の視覚障害をもつ

方が参加されました。阪神・淡路大震災16年目の前日でしたが、神戸からも３名参加されました。

読み切れないまま　次号が届く
──点字版『福祉のひろば』読者会──

（2011年１月16日　大阪市内）
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点字民報社の津野
つ の

幸治
こう じ

副理事長（写真左上）が、「点字版のご縁でつながる仲間のみなさんの熱意と

力添えで、明日が大きく開ける有意義なひとときを」と挨拶。点字資料も用意され、阿部正文
まさふみ

理事（写

真右上）の司会進行で、熱心な意見交換が行われました。



「私たち読者の意見や感想もしっかり受け止めてもらい、内容の濃い、達成感のある読者会でした」

と藤野高明さん（写真左上）。分厚い点字版『福祉のひろば』を、唇を使って１時間25ページ前後の速

さで読みます。「点字がきれいで読みやすい。中身も、学習会のテキストにしたいものや資料性の高い

もの、ホッとする連載が満載」と、点字版の普及を進めています。千田絹枝さん（写真右上）も全視協

女性部の大会で６人の読者を増やしました。



高岡
たかおか

保司
やす じ

さんは、自宅から20分かけて一人で歩いて会場へ来られました。「10代の頃、お姉さんに

“いつまでも親きょうだいがいるわけやない。一人で歩けるようになり”と放り出されたおかげで、ど

こへでも行けるようになった」そうです。しかし、「歩道に自転車が止めてあったりして、車道を歩く

ほうが安全なときもある」と苦笑します。「他の人は読む視点が違うな」と読者会の感想を話してくだ

さいました。 （写真・下野祇園、文・下野祇園／中島悦子、本文40ページに関連記事があります。）
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●特集●　障害者自立支援法一部改定は何だったのか!?

揺れ動く障害者福祉施策　制度改革の動向と運動の課題
塩見　洋介 8

私たち抜きに、私たちのことを決めないで！ 福井　典子 13

小特集 福祉の原点を考える

母と子、職員の三者共働でつくる母子生活支援施設実践 石田由美子 16
命の不思議に向き合って─87歳の助産師　坂本フジエさん─ 22
今後も介護支援専門員の業務を続けたいと思うか 小川　栄二 28

●トピックス●

フランス社会保障視察から学んだもの 西村　憲次 30
第15回合宿研、点字版読者会、関目ブロック読者のつどい 38

●連載●

フォーラム 障害者の人権を確立する新たな運動 吉本　哲夫 48
すみれ児童館子どもの家―素敵な放課後―
ジュニアリーダー 安田　　光 50
相談室の窓から
暮らしの現実に寄り添う 青木　道忠 52
社会科学の窓から見える　社会福祉ひろば（最終回）
社会の法則を学べば福祉が見える 鍋谷　州春 54
わらじ医者　早川一光の「よろず診療所日誌」
私の地域医療（その23） 早川　一光 56
よりあって　おりあって──宅老所よりあい物語──
父の寿命　その２　 下村恵美子 58
育つ風景 恩師に教わったこと 清水　玲子 60
落合健二のニュース私考（最終回）
ポピュリズムとナショナリズムの狂宴 落合　健二 62
映画案内 『3時10分、決断のとき』 吉村　英夫 64
現代の貧困を訪ねて こども夜まわり 生田　武志 66
海外社会保障事情
香港の薬物乱用対策 山野　尚美 68
私の研究ノート
災害時要援護者支援の必要性 後藤　至功 70
ホームレスから日本を見れば ありむら潜 72
花咲け！男やもめ 川口モトコ 74
バリアフリーな社会をめざして
中途障害者が生き生きと活動して25年 末永ひとみ 75

今月の本棚　45／みんなのポスト　46／ことばで遊ぼう！　73／
福祉の動き 76
●グラビア●読み切れないまま　次号が届く

──点字版『福祉のひろば』読者会──

●表紙の絵●
神門やす子

●カット●
川本　浩・田上明子



昨
年
か
ら
大
阪
府
民
要
求
連
絡
会
（
略
称
府
民
連
）
の
事
務
局
長
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

府
民
連
は
政
治
団
体
で
は
な
く
、
大
阪
府
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
求
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
要

求
を
持
ち
寄
り
、
要
求
実
現
運
動
を
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
そ
の
大
き
な
役
割
で
す
。

橋
下

は
し
も
と

知
事
が
四
五
人
学
級
に
戻
そ
う
と
し
た
と
き
も
、
府
下
の
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
と
一
緒
に
、

三
五
人
学
級
を
守
る
運
動
を
展
開
し
、
く
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
国
際
児
童
文

学
館
存
続
の
運
動
も
幅
広
い
人
た
ち
と
一
緒
に
拡
げ
て
い
ま
す
。
大
阪
府
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

の
予
算
削
減
等
の
動
き
に
対
し
て
は
、
府
下
各
地
で
宣
伝
と
削
減
を
許
さ
な
い
署
名
運
動
に
取
り

組
み
、
駅
頭
の
署
名
で
は
列
が
で
き
る
と
い
う
現
象
が
起
こ
り
ま
し
た
。
し
っ
か
り
と
知
ら
せ
、

伝
え
れ
ば
運
動
は
大
き
く
拡
が
り
ま
す
。

今
回
の
統
一
地
方
選
挙
や
今
秋
以
降
の
大
阪
の
市
長
選
挙
、
府
知
事
選
挙
な
ど
で
も
府
民
要
求

を
実
現
さ
せ
る
運
動
を
通
じ
て
、
課
題
や
何
が
実
現
で
き
る
か
、
で
き
な
い
か
を
府
民
に
知
ら
せ

る
こ
と
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

「
大
阪
都
」
構
想
を
め
ざ
す
現
在
の
知
事
と
そ
の
応
援
団
で
あ
る
大
阪
維
新
の
会
に
属
す
る
人

た
ち
が
大
阪
市
や
堺
市
な
ど
で
過
半
数
を
超
え
る
こ
と
に
な
る
と
、
こ
の
構
想
は
〝
絵
に
描
い
た

餅
〞
で
は
な
く
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
う
す
る
と
「
大
企
業
栄
え
て
、
民
滅
ぶ
」
よ
う
な
大
阪
府
に

な
り
ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
と
訴
え
て
い
き
た
い
と
決
意
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
府
民
の
な
か
に
は
知
事
が
よ
く
テ
レ
ビ
や
新
聞
、
マ
ス
コ
ミ
に
登
場
し
、
宣
伝
し
て

い
る
の
で
、
実
際
に
府
民
の
生
活
が
ど
う
変
わ
る
の
か
、
実
感
と
し
て
つ
な
が
っ
て
お
ら
ず
、
そ

の
点
を
危
惧
し
て
い
ま
す
。
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「大阪都」構想を
何としてもくい止めよう

～しっかりと知らせ、伝えれば、
運動は大きく拡がる！～

大阪府民連事務局長 橋口
はしぐち

紀塩
のりしお

さん



実
際
の
府
民
の
暮
ら
し
の
要
求
か
ら
府
政
を
考
え
る
こ
と
、
見
る
こ
と
が
非
常
に
大
切
で
、
そ

れ
が
で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
間
の
大
阪
府
の
動
き
は
、
府
の
仕
事

が
府
民
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
実
際
に
市
町
村
へ
の
委
譲

や
府
民
サ
ー
ビ
ス
の
削
減
な
ど
、
遠
ざ
か
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

そ
ん
な
な
か
で
も
、
児
童
虐
待
問
題
を
通
し
て
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
職
員
増
を
実
現
さ
せ

る
な
ど
、
府
民
と
共
に
前
進
も
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。
大
阪
府
に
は
児
童
相
談
所
の
一
時
保
護
所

が
一
か
所
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ
も
来
年
度
拡
充
に
向
け
て
の
予
算
が
つ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
い
ま
は
児
童
養
護
施
設
な
ど
で
も
一
時
保
護
を
頼
ん
で
い
ま
す
。

今
の
大
阪
府
民
の
生
活
実
態
は
、
一
言
で
言
う
と
経
済
的
に
は
全
国
で
も
最
低
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
失
業
率
も
高
く
、
生
活
保
護
の
受
給
者
も
多
い
。
親
の
経
済
力
が
子
ど
も
へ
の
影

響
に
多
分
に
出
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
二
月
府
議
会
に
向
け
た
要
求
運
動
を
進

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

私
自
身
の
社
会
福
祉
と
の
か
か
わ
り
は
住
宅
問
題
で
す
。
仕
事
で
公
営
住
宅
を
取
り
扱
っ
て
い

ま
す
の
で
、
住
宅
を
保
障
し
て
い
く
こ
と
が
社
会
保
障
の
基
本
、
土
台
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
住

宅
会
議
な
ど
に
も
参
加
し
、
府
営
住
宅
の
半
減
反
対
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
大
阪
に
は

密
集
市
街
地
が
多
く
、
消
防
車
が
入
れ
な
い
地
域
が
ま
だ
ま
だ
残
っ
て
い
ま
す
。
市
町
村
と
同
様

に
大
阪
府
に
も
一
定
の
予
算
が
あ
り
ま
し
た
が
、
半
減
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
非
常
に
切
実
な
課
題

ば
か
り
で
す
。

（
聞
き
手
・
編
集
主
幹
）

はしぐちのりしお
大阪府関係職員労働組合副執行委員長。
1956年、鹿児島県生まれ。家族は妻と三女。

福祉のひろば　2011―37
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障
害
者
自
立
支
援
法
廃
止
の
約
束
は

本
当
に
実
行
さ
れ
る
の
か
？
　
い
ま
、

障
害
者
・
関
係
者
の
な
か
で
そ
ん
な
疑

か
ら
な
い
民
主
党
政
権
の
姿
を
見
せ
つ

け
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、

こ
の
間
、
障
害
者
自
立
支
援
法
を
温
存

し
よ
う
と
す
る
動
き
が
急
速
に
強
ま
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。

そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
、
い
ま
障
害
者

施
策
の
な
か
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を

整
理
し
た
う
え
で
、
民
主
党
政
権
の
性

問
の
声
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

普
天
間
基
地
移
設
や
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
廃
止
の
公
約
を
反
故
ほ

ご

に
し
て
は
ば

障害者自立支援法一部改定は何だったのか!?特 集

障
害
者
自
立
支
援
法

一
部
改
定
は
何
だ
っ
た
の
か
!?

特

集

揺
れ
動
く
障
害
者
福
祉
施
策

制
度
改
革
の
動
向
と
運
動
の
課
題

塩
見
し
お
み

洋
介
よ
う
す
け

（
障
害
者
（
児
）
を
守
る
全
大
阪
連
絡
協
議
会
）

二
〇
一
〇
年
は
歴
史
に
残
る
障
害
者
運
動
の
足
跡
を
残
し
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
持
ち
出
さ
れ
て
き
た
障
害

者
自
立
支
援
法
一
部
改
定
。
こ
の
間
の
障
害
者
の
尊
厳
と
権
利
を
守
り
そ
の
実
現
に
向
け
た
粘
り
強
く
幅
広
い

運
動
と
到
達
か
ら
、
動
き
を
正
確
に
捉
え
、
歴
史
を
前
に
進
め
る
視
点
で
考
え
ま
す
。
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格
と
限
界
、
こ
れ
か
ら
の
運
動
の
課
題

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。政

策
動
向
・
政
権
交
代
ま
で

ま
ず
、
障
害
者
自
立
支
援
法
を
め
ぐ

る
こ
の
間
の
政
策
動
向
を
振
り
返
っ
て

み
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
一
一
ペ
ー

ジ
の
【
表
】
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法

を
め
ぐ
る
主
な
出
来
事
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。

障
害
者
自
立
支
援
法
は
、
そ
の
誕
生

前
か
ら
障
害
者
・
関
係
者
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
反
対
運
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
が
、
小
泉
首
相
率
い
る
自
民
党
が

総
選
挙
で
圧
勝
し
た
結
果
を
受
け
、
二

〇
〇
五
年
一
〇
月
三
一
日
に
可
決
・
成

立
し
、
翌
年
の
四
月
一
日
か
ら
一
部
施

政
権
は
終
焉
を
迎
え
ま
し
た
。

い
っ
ぽ
う
民
主
党
は
、
障
害
者
自
立

支
援
法
の
廃
止
を
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲

げ
、
総
選
挙
に
臨
み
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

障
害
者
自
立
支
援
法
改
正
法
案
を
上
程

し
て
い
た
政
府
の
姿
勢
を
正
面
か
ら
批

判
す
る
と
い
う
、
政
治
的
思
惑
お
も
わ
く

を
動
機

と
し
て
い
ま
し
た
。

政
権
交
代
後
の
一
〇
月
三
〇
日
に
開

か
れ
た
「
さ
よ
な
ら
障
害
者
自
立
支
援

法
　
つ
く
ろ
う
私
た
ち
の
新
法
を
　
全

国
大
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
出
席
し
た
長
妻

厚
生
労
働
大
臣
（
当
時
）
は
、
障
害
者

自
立
支
援
法
の
廃
止
を
約
束
し
て
、
旧

政
権
と
の
違
い
を
強
調
す
る
と
と
も

に
、
一
二
月
八
日
に
は
、
鳩
山
首
相

（
当
時
）
が
自
ら
本
部
長
と
な
っ
て
、

障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
本
部
が
ス
タ

行
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
障
害
者
の
制
度
利
用
が
抑

制
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
裏
付
け
る
各
種

調
査
結
果
な
ど
が
発
表
さ
れ
る
な
か
、

一
二
月
に
は
異
例
の
集
中
審
議
が
衆
議

院
厚
生
労
働
委
員
会
で
行
わ
れ
た
ほ

か
、
二
〇
〇
七
年
度
、
二
〇
〇
八
年
度

と
続
け
て
、
利
用
料
負
担
上
限
の
引
き

下
げ
等
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
障
害
者
自
立
支
援
法
は
憲
法

に
違
反
す
る
と
の
訴
訟
が
全
国
で
い
っ

せ
い
に
提
訴
さ
れ
ま
し
た
。

小
泉
構
造
改
革
が
も
た
ら
す
格
差
と

貧
困
の
急
速
な
拡
大
へ
の
不
安
や
批
判

と
も
相
ま
っ
て
、
安
倍
・
福
田
・
麻
生

と
次
々
に
首
相
の
顔
が
代
わ
っ
て
も
支

持
率
浮
揚
に
は
つ
な
が
ら
ず
、
二
〇
〇

九
年
八
月
の
総
選
挙
で
つ
い
に
自
民
党


